
12月２日～４日の期間で，生産加工・工作機械部門の重要
な国際会議である第５回LEM21が大阪大学で開催されます．
過去第４回のLEM21では200編あまりの論文発表がありまし
たが，リーマンブラザーズ破綻を契機とした世界経済の落ち
込みにより，どのくらいの申込みがあるのか懸念していまし
たところ，皆さまのご支援・ご協力のお陰で165編以上の掲
載数になるものと思われ，一息ついているところです．ここ
に実行委員長として厚くお礼申し上げます．
会場は，大阪大学吹田キャンパス内のコンベンションセン

ターです．ここでは国際会議がなんども開かれており，写真
に示しますように立派な建物であると思います．３日間，全
室を専用的に使いますが，使用料金が格安のために，現況に
あわせて選びました．また，このような経済状況下では財団
からの助成や寄付をお願いすることも憚られますので，皆さ
ま方の参加登録料だけで賄いたいと思い，節約を旨に，実行
委員一同頑張っております．
なお，節約をしても「納得のいく会議であった」と実感し

ていただけるよう１日目のレセプション，２日目のバンケッ
トは「食い倒れの大阪」を堪能していただけるよう企画をし
ております．また，プレナリーセッションでは，１日目にソ
ウル大学校・工科大学工学部長の朱鐘南教授を，３日目に日

産自動車株式会社　今津英敏副社長の講演を予定しており，
興味あるお話を伺えるものと期待しています．
大阪大学吹田キャンパスまでは，交通案内にありますよう

に，国内は新幹線の新大阪や伊丹空港から，また海外は関西
空港からとアクセスはかなりよいと思います．部門登録の皆
さま方の参加を心よりお待ち申し上げております．
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第５回JSME先端生産技術に関する国際会議（LEM21）の開催にあたって
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（参考URL）http://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/accessmap.html

電車：
◯阪急電車千里線
北千里駅（終点）下車　東へ徒歩
・学生部，人間科学部，医学部（医学科） 約30分
・医学部（保健学科），歯学部，薬学部　約25分
・工学部　約15分

モノレール：
◯大阪モノレール
阪大病院前駅下車　徒歩約５～15分

バス：
◯阪急バス
・千里中央発「阪大本部前行」，「茨木美穂ヶ丘行」
・北千里発「阪大病院線」
※千里中央発，北千里経由もあります．

◯近鉄バス
・阪急茨木市駅発「阪大本部前行」（JR茨木駅経由）
いずれも，阪大医学部前または阪大本部前下車徒歩約５

～15分

（参考URL）http://55099zzwd.coop.osaka-u.ac.jp/convention/ map.html



THKの独自技術が生み出す直線運動案内「LMガイド」は，
高剛性，高精度，長期メンテナンスフリーといったメリット
を提供しています．
高い剛性と精度を要求されるマシニングセンターや，すべ

り案内が使用されていた大型加工機械などに採用が進むロー
ラーリテーナ入りLMガイドSRG形は，極めて高い剛性を実
現するため，ローラー全長をローラー径の1.5倍以上に，か
つ小径にすることで有効ローラー数を増やしました．また，
THK独自のリテーナを採用することでローラーの整列循環
による滑らかで安定した動作を実現し，ローラー同士の金属
接触をなくしグリースを長期保持することで長期メンテナン
スフリーを可能としました．
さらにTHKは，静圧案内が多く使用されている微細加工

機・精密測定機や，機械の高精度化が要求されている金型加
工機や半導体製造装置などのニーズに応えるため新たなボー

ルリテーナ入りLMガイドSPR形を開発しました．
LMガイドのようなころがり案内では，ブロックがストロ

ークする際にブロックと転動体の相対位置が周期的に変化す
ることで，力のバランスが常に変化し細かな姿勢変化と振動
（ウェービング）が発生します．このウェービングを補正す
ることは非常に困難であったため，これまでナノオーダーの
運動精度が要求される場合は，静圧案内という考えが一般的
でした．新開発のSPR形は，小径ボール，８条列，超ロング
ブロックの採用により，有効ボール数を大幅に増やしボール
１個あたりの負荷を減少させ，ローラーガイド以上の高い剛
性と静圧案内に匹敵する超低ウェービング性能を実現してい
ます．
THKは直線運動部のころがり化を通し，今後も世にない

新たな製品を開発していきます．

─ 3 ─

No.37 November  2009

高精度・高剛性・超低ウェービング，THKの「LMガイド」が生み出す新たな領域
THK株式会社　白井　武樹

技術レポート

超高剛性／超低ウェービングボールリテーナ入りLMガイドSPR形ローラリテーナ入りLMガイドSRG形
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第５回LEM21プログラム部門からのお知らせ
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開催日 2009年11月21日（土）

会　場 九州工業大学　情報工学部

所在地　〒820-8502 福岡県飯塚市川津680-4

九州工業大学　先端金型センター

会場へのアクセス方法

（http://www.iizuka. kyutech. ac.jp/public/access/, 

http://www.iizuka.kyutech.ac.jp/public/map/）

趣　旨
中学校では学校でものづくりを体験する機会が少なくなっ

ています．将来を担う若者達に，最新の技術に触れさせたり，

ものづくりの楽しさや，ものづくりの重要性について考えさ

せたりする機会がなかなか与えられていません．日本のもの

づくりはコンピュータ技術の恩恵によって大きく様変わりし

ています．中学生だけでなく，一般の人たちすらも，なかな

かその現状に触れる機会がありません．中学校の技術・家庭

科目では，コンピュータ関連の内容が盛り込まれていますが，

ものづくりとの接点は十分ではありません．

そこで，九州工業大学先端金型センターに設置されている

最新の試作装置を用いて，中学校ではなかなかできない最新

のものづくりを，経験豊かなスタッフと大学生のお姉さん達

の指導により体験していただくことを企画しています．

自分で考えたものを製作し，完成させたときの感動を味わ

うことができるでしょう．また先端技術に触れることで，今

後の進路を考える上での参考となることと思います．多数の

女子中学生の皆様の参加をお待ちしております．

内　容
実行スタッフは，大学の実験・実習で身につけている専門

技術と話術で，コンピュータ支援のものづくり，手作業での

ものづくりを中学生でも分かる内容で提供します．参加者は，

技術に興味さえあれば知識が無くても安心して参加すること

ができます．

ものづくりの新しい技術である３次元プリンター（迅速試

作装置）を使います．初心者でもボタンを押すだけで，機械

には全く触れることなく，安全に，自分の考えた「かたち」

を部品として作りだすことができます．この装置で作られた

部品を組み上げて，自分だけのオリジナルな作品や電子機器

を完成させます．具体的には，オリジナルのキーカバーと，

デジタルメディア機器（デジタルフォトフレーム，オーディ

オプレーヤー，USBメモリー，電子オルゴール等）のどれか

を製作する予定です．なお，各人が作成した，キーカバー，

デジタルメディア機器は「参加記念」としてお渡しします．

<スケジュール>

～ 9：50 先端金型センター前 集合

10：00～10：10 挨拶・スタッフ紹介・セミナー内容の説

明・注意

10：10～12：00 （1）３次元CADによるキーカバーの設計

12：00～12：50 昼食（昼食は各自でお取りください）

12：50～15：30 （2）３次元プリンターによるキーカバー

の作製

（3）デジタルメディア機器の作製

15：30～16：00 （4）「現代のものづくりの魅力，－情報

工学とものづくり－」

九州工業大学　大学院　情報工学研

究院　教授　楢原弘之

16：00～16：30 （5）スタッフとの懇談・質問

16：30 解散

対　象 女子中学生（学年・学科は問いません）．

定　員 10名（申込み先着順により定員になり次第締め切り

ます）．

（保護者同伴も可能です．申込書にあらかじめその

旨記入して下さい）

参加費 無料（会場までの交通費は参加者負担となります）．

服装等の注意　筆記用具持参．汚れても構わない服装で来

て下さい．昼食を持参して下さい（当日は学園祭期間中です

ので，模擬店等で昼食を済ませることもできます）．

申込方法 往復はがき（１人１枚）もしくはFAX（E-mail

でも可）にてお申し込みください．

（1）郵便番号，住所，氏名，（2）学校名，学年（3）保護

者氏名，印（4）電話番号，FAX番号を明記し（書面自由），

下記申込先までお申し込み下さい．

申込期限 2009年11月６日（金）必着

申込先 〒820-8502 福岡県飯塚市川津680-4 九州工業大学

先端金型センター楢原研究室　荒瀬智絵　行き

電話･FAX（0948）29-7786

E-mail：f237004t@iizuka.isc.kyutech.ac.jp

問合せ先 九州工業大学大学院　情報工学研究院

教授　楢原弘之

電話（0948）29-7766／E-mail：nara@mse. kyutech.ac.jp

No. 09-130
女子中学生のためのコンピュータ支援ものづくり
体験
（生産加工･工作機械部門企画九州工業大学共催）



〔協賛（予定）：型技術協会，精密工学会，超硬工具協会，ダ

イヤモンド工業協会，砥粒加工学会，日本金型工業会，日本

工具工業会，日本工作機械工業会，日本工作機械輸入協会，

日本工作機器工業会，日本自動車工業会，自動車技術会〕

◆開催日◆：2009年11月26日（木）10：45～17：10
◆会　場◆：日本機械学会会議室（http://www.jsme.or.jp/
gakka5.htm）

（〒160-0016東京都新宿区信濃町35番地　信濃町煉瓦館５階，

JR中央・総武線「信濃町」駅下車，徒歩１分　電話03-5360-

3500）

◆趣　旨◆
2008年に「低炭素社会づくり行動計画」が閣議決定され，

今後，太陽光発電を始め自然エネルギーによる低炭素社会が

身近なものとなります．本年より住宅用太陽光発電システム

設置に対する補助金制度も再開され，その余剰電力の買電促

進策の検討が行われるなど，太陽光発電の活用拡大に向けた

具体的施策が実施されております．

本講習会では，ホットなテーマである太陽光発電について，

基本原理から応用技術まで第１線でご活躍の講師の方々にご

紹介いただきます．太陽光発電の現状と将来ビジョンや今後

の国家戦略と技術動向，その中心になると予想される結晶シ

リコン系や薄膜シリコン系太陽電池の特徴と開発動向，さら

に最新の太陽電池関連部品の加工技術などの実例を含めた内

容で紹介いただきます．太陽光発電関連部品の加工で困って

いる方，これから太陽光発電の分野に参入しようとする経営

者，技術者そして研究者の方，さらに家庭や職場に太陽光発

電を設備したい方には特に有意義な内容と確信しています．

奮ってご参加ください．

司会：廣垣俊樹（同志社大学），由井明紀（防衛大学校）

◆題目・講師◆
10：45～10：50 挨拶

１．10：50～11：50 太陽光発電の現状と将来展望

日本太陽エネルギー学会会長　同志社大学教授　石原好之

11：50～12：50 昼休み

２．12：50～13：40 多結晶シリコン系太陽電池の特徴と

開発動向

三菱電機（株）中津川製作所　太陽光発電システム部　有本　智

３．13：40～14：30 薄膜シリコン系太陽電池の特徴と開

発動向

三菱重工（株）原動機事業本部　再生エネルギー事業部　高塚　汎

４．14：30～15：20 結晶シリコンの切断加工技術

旭ダイヤモンド工業（株）研究部　間仁多佳尚

15：20～15：30 休憩

５．15：30～16：20 レーザを用いた太陽電池の高品位加

工技術

コヒレント・ジャパン（株） 五味　豊

６．16：20～17：10 太陽光発電の国家戦略と技術動向

（独）産業技術総合研究所　太陽光発電研究センタ　主幹研究

員　松原浩司

◆定　　員◆　60名 申込み先着順により定員になり次第締

め切ります．

◆聴講料◆　会員20 000円（学生員7 000円），会員外30 000
円（一般学生10 000円），いずれも教材1冊分代金を含みま

す．なお，協賛団体会員も本会会員と同じ取り扱いといたし

ます．定員に余裕のある場合に，当日受付いたします．聴講

券発行後は取消しのお申し出がありましても聴講料は返金で

きませんのでご注意願います．昼食は各自でお取り下さい．

◆教　　材◆　教材のみのご希望の方，また聴講者で教材を
余分にご希望の方は１冊につき会員2 000円，会員外3 000円

で頒布いたしますので，開催前に代金を添えて予約申込み下

さい．講習会終了後発送いたします．

＊講習会終了後に教材の販売をいたしません．入手ご希望の

方はぜひ講習会にご参加下さい．

◆申込方法◆　申込者1名につき，行事申込書（http://
www.jsme.or.jp/gyosan0.htm）に必要事項を記入いただくか，

（http://www.jsme.or.jp/kousyu2.htm）からお申し込み下さ

い．

（担当職員　滝本真也）

No. 09-128
太陽光発電の最前線と新展開
～太陽光発電と関連部品の加工技術～
（生産加工・工作機械部門企画）
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長らく紙媒体でお届けしてまいりました生産加工・工作機械部門（MMT）ニュースレターですが，
部門サービスの最適化のため，部門WebサイトにてPDFの公開に移行致します．
来年春発行の38号から，URLを示したメールでニュースレターの新刊をお知らせするスタイルとな

ります．なお，ニュースレター第１号まで遡ってpdf化したものが下記URLに掲載されていますので，
ご覧ください．
http://www.jsme.or.jp/mmt/newsletters/index.html

ニュースレターPDF化のお知らせ
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No.37秋季号　2009年11月28日発行
編 集　生産加工・工作機械部門・広報委員会

発 行 者　　（社）日本機械学会　生産加工・工作機械部門
印刷製本 （株）春恒社

Manufacturing&Machine Tool

編 集 後 記
生産加工・工作機械部門ニュースレターNo.37をお届けします．今回は発行時期が第5回LEM21直前となりましたので，実行委員長の

竹内芳美先生（大阪大学）から紹介の記事を寄せて頂きました．併せて，できたての講演プログラムを掲載しております．第5回LEM21
にお越しの際には，ニュースレターNo.37をお役立てください．また技術レポートはTHK（株）から原稿をお寄せ頂きました．是非ご一
読頂きたく存じます．
前号の小欄でもお伝え致しましたが，次号からMMTニュースレターはPDF形式となります．紙媒体としてお届けする最後の記念とし

まして，部門ロゴを印刷したMMTクリアフォルダを同梱しております．皆様のお役に立てば幸いです．
委員長：森重功一（電気通信大学），幹事：井澤正樹（富山高等専門学校），委員：武沢英樹（工学院大学），小野塚英明（（株）日立製作所）

開催日 2009年11月28日（土）

会　場 名城大学　天白キャンパス　11号館（Ｂ１階）第1

会議室
（名古屋市天白区塩釜口1-501，電話（052）832-1151）

交　通 地下鉄鶴舞線「塩釜口」駅下車１番出口より西へ徒

歩５分

趣　旨 機械工学を学ぶ学生諸君，大学・高専では機械工学

全般にわたる講義を受け，その基礎を学んでいることと思い

ます．機械工学は「ものづくり」の学問であり，諸君の先輩

たちも「ものづくり」の最前線で活躍されています．大学・

高専で「ものづくり」に関するより深い知識を得ることはも

ちろん重要ですが，同時に先輩たちが「ものづくり」の最前

線でどのような活躍をされているのかを知っておくことも将

来に備える上で大変重要です．

今回は，各分野の日本を代表する企業の中で「ものづくり」

の最前線で活躍されている先輩たちに，その仕事振りを熱く

語っていただきます．普段目にする商品の裏に隠れた先輩た

ちの苦労やそれを成し遂げたときの喜び，仕事に対する誇り

を知ることにより，諸君の将来を身近に感じることは，学習

や研究を行う上での動機付けを得るために有用であり，また，

間近に控えた進路選択にも役立つものと思います．積極的な

参加を期待します．

プログラム
13.00～13.05／あいさつ

司会：名城大学　理工学部　機械システム工学科

教授　小林明発

13.05～13.50／（1）（株）デンソー

講師：生産技術開発部　部長　黒田吉孝

13.50～14.35／（2）三菱航空機（株）

講師：技術管理部　部長　河村文博

14.35～15.20／（3）大同特殊鋼（株）

講師：ステンレス・工具鋼事業部　星崎工場　副工場長　

石濱辰哉

15.20～15.40／休憩

司会：信州大学工学部機械システム工学科准教授　榊　和彦

15.40～16.25／（4）三菱電機（株）

講師：名古屋製作所ドライブシステム部　部長　加知光康

16.25～17.10／（5）ヤマザキマザック（株）

講師：新技術開発部　グループリーダー　村木俊之

17.25～17.30／司会あいさつ

*各企業の講演内容は，部門ホームページ（http://www.

jsme.or.jp/mmt/）でお知らせします．

対　象 主に大学３年生，大学院１年生，高専生４年生とす

るが，他の学年あるいは博士課程であっても参加可．

定　員 80名（先着順で満員になり次第締め切ります）

参加費 無　料

申込方法 郵便，FAX，E-mailにより，以下の項目を明記し

て学会事務局あてにご連絡下さい．

①「No.09-129 大学生・大学院生・高専生セミナー申込み」，

②大学名，③学部・学科（専攻）名，④学年，⑤氏名，⑥連

絡先〔〒，住所，（自宅or大学）〕，電話番号〔複数で申込み

の場合でも，１枚に列挙してもかまいません〕

申込先 〒160-0016 東京都新宿区信濃町35，信濃町煉瓦館

５階　日本機械学会　生産加工・工作機械部門（担当職員

滝本真也）

電話（03）5360-3500，FAX（03）5360-3507

E-mail：takimoto@jsme.or.jp

問合せ先 〒468-8502 名古屋市天白区塩釜口1-501

名城大学　理工学部　機械システム工学科　教授　小林明発

電話（052）832-1151，FAX（052）832-1235

E-mail：kobayasi@ccmfs.meijo-u.ac.jp

No. 09-129
理工系大学生（３年次）・大学院生（修士１
年）・高専生（4年生）を対象としたセミナー
「ものづくり最前線」
（生産加工・工作機械部門企画）


